
○企画・運営 ○施設管理

名称 とやまスローライフ市民農園

所在地 富山県富山市開ヶ丘

連絡先 ＴＥＬ０７６－４４４－３３８１ ＦＡＸ０７６－４４４－４４２７
富山県農林水産部 農村振興課

市民農園の整備を通じた都市住民との交流促進

導入事業

活用している
地域資源

・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（農林漁業体験施設、都市農
山漁村総合交流促進施設

１．具体的な取組内容

２．導入事業や活用した地域資源
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○

・自然環境

本地域は富山県富山市の市街地中心部から南西方向約10kmの呉羽射水山麓地帯に
位置し、平坦部から丘陵地そして豊かな森林へとつながる農山村地域である。
農林業従事者の高齢化、高齢者不足が進み、地域活力が低下する中、交流学習施設
と市民農園の開設により、地区内外の住民の交流を積極的に図ることによって、地域の
活性化を目指す。

生活館

里山観察塔

交流館

市民農園

ＮＰＯ法人里山倶楽部

○各種講座
・野菜栽培講座
・ガーデニング講座
・野菜果物加工講習会等

○イベント開催
収穫祭、交流会等

開ヶ丘スローライフくらぶ

○農作業情報発信

主要施設

交流学習施設



３．取り組みの経緯

○活動のきっかけ
・県内最大級の畑作地帯として、稲作、野菜、果樹などの複合経営が主体となっており、そのほか
畜産も行われている。
・農林業従事者の高齢化、後継者不足が進み、地域活力が低下。
・既存施設を有効に活用するとともに地区内外の住民との交流を進めるための新たな拠点施設

の整備が課題となっていた。

４．期待される地域経済への効果等

・交流学習施設と連携したイベントの実施
・地場農産物を使用したレストランでの食育の推進
・農業体験に基づくスローライフの普及

５．取り組む上で苦労した点、よかった点

・開園（Ｈ２１）以降ほぼ全区画利用されている。
・冬場においても生活館や交流館で各種講座を開き、施設の来客を図っている。
・市民農園の利用に関して、市の広報や里山倶楽部のホームページにより募集をかけている。

＜とやまスローライフ・フィールド
収穫祭の様子＞

＜地元農家による栽培指導＞
＜ふるさとツアーでのさつまいも収穫体験＞

＜市民農園周辺美化活動として
のガーデニング講座＞


